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一
宮
市
議
会 

12
月
定
例
議
会 

11
月
29
日
開
会
、
12
月
19
日
閉
会 

 
 

    

12
月
定
例
会 

開
会 

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
今
回
の
補
正

予
算
は
、
在
宅
医
療
連
携
拠
点
推
進
事
業

委
託
料
、
私
立
保
育
園
保
育
士
等
処
遇
改

善
臨
時
特
例
事
業
補
助
金
、
私
立
保
育
園

施
設
整
備
補
助
金
、
伝
法
寺
雨
水
貯
留
施

設
用
地
購
入
費
、
「子
ど
も
読
書
の
ま
ち
宣

言
」関
連
経
費
な
ど
の
ほ
か
、
国
・
県
補
助

金
等
の
決
定
や
内
定
に
伴
い
ま
す
関
係
経

費
の
補
正
、
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況
を

踏
ま
え
決
算
見
込
み
を
立
て
る
中
で
、
各

種
経
費
全
般
に
わ
た
る
過
不
足
の
調
整
、

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
減
額
を
行
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

平
成
25
年
度 

12
月
補
正
予
算 

補
正
予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
で
29

億
６
，
２
２
２
万
７
千
円
の
増
額
、
特
別
会

計
・
企
業
会
計
で
５
億
４
，
８
５
３
万
円
の
増

額
、
全
会
計
で
は
、
35
億
１
，
０
７
６
万
６
千

円
の
増
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

次
に
単
行
議
案
の
主
な
も
の
は
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
及
び
再
交
付
に
係

る
手
数
料
を
無
料
化
す
る
期
間
を
延
長
す

る
た
め
の
「
一
宮
市
手
数
料
条
例
」
の
一
部

改
正
、
自
転
車
競
走
に
係
る
事
業
を
廃
止

す
る
た
め
の
「一
宮
市
自
転
車
競
走
実
施
条

例
」の
廃
止
、
一
宮
市
栄
自
動
車
整
理
場
を

廃
止
す
る
た
め
の
「一
宮
市
自
動
車
整
理
場

条
例
」の
一
部
改
正
、
尾
張
農
業
共
済
事
務

組
合
の
解
散
に
伴
う
「
尾
張
農
業
共
済
事

務
組
合
規
約
」
の
一
部
改
正
に
係
る
協
議

な
ど
３
つ
の
協
議
、
「子
ど
も
読
書
の
ま
ち

宣
言
」を
議
決
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
追
加
提
案
で
、
（
仮
称
）尾
西
北

部
地
区
公
民
館
建
設
工
事
の
請
負
契
約
の

締
結
、
新
庁
舎
に
入
り
ま
す
事
務
用
机
・
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
売
買
契
約
の
締
結
、
任
期
満

了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委
員
、
公
平
委
員

会
委
員
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
同
意
案
件
、
並
び
に
任
期
満
了
に

伴
う
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
諮
問
案
件
全

て
を
同
意
承
知
い
た
し
ま
し
た
。 

12
月
定
例
議
会 

今
回
の
「私
の
質
問
」 

12
月
４
日
（水
）午
後
３
時
30
分
～ 

■ 

１
項
目 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『中
心
市
街
地
で
の
浸
水
対
策
』  

 
 

 
 

定
例
会
で
の
一
般
質
問
を
、
前
回
休
憩
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
し
っ
か
り
と

今
回
は
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

 
 

 

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
毎
年
の
よ
う
に
台
風

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
頭
を
悩
ま
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
特
に
浸
水
・洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

記
さ
れ
て
い
る
被
害
地
区
の
方
々
は
、
「何

と
か
し
て
く
れ
」と
思
っ
て
お
ら
れ
る
は
ず

で
す
。
そ
こ
で
、
平
成
23
年
８
月
豪
雨
に
つ

い
て
は
、
同
年
９
月
に
一
般
質
問
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
被
害
状
況
や
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
確
認
を
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
今

年
の
９
月
豪
雨
で
の
被
害
状
況
と
、
あ
れ
か

ら
２
年
た
ち
ま
し
た
が
ど
の
よ
う
に
改
善

さ
れ
た
の
か
を
問
題
と
し
、
今
後
の
被
害

に
対
し
て
何
が
出
来
て
、
何
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
か
検
証
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

道
路
冠
水
は
、
道
路
改
修
や
側
溝
の
入
れ

替
え
等
で
対
応
さ
れ
ま
し
た
。
側
溝
新
設

の
お
か
げ
で
、
若
干
の
貯
留
が
見
込
ま
れ
、

冠
水
の
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
雨
水
と
下
水
の

合
流
地
区
に
お
い
て
は
、
排
水
管
路
の
整
備

が
今
ま
で
の
ま
ま
で
、
一
時
貯
留
と
し
て
市

の
施
設
・土
地
の
地
下
に
貯
留
槽
を
設
置
し

て
あ
る
も
の
の
、
満
水
に
な
り
ポ
ン
プ
で
送

水
し
て
も
、
そ
の
先
（河
川
）の
水
位
が
容

量
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
え
ば
、
送
水
を
停

止
す
る
こ
と
と
な
り
、
じ
わ
じ
わ
浸
水
被

害
地
区
に
雨
水
が
溢
れ
、
床
下
・床
上
浸
水

が
は
じ
ま
り
ま
す
。 

真
清
田
貯
留
槽
は
、
雨
水
貯
留
量
２
，
５

０
０
㎥
を
貯
留
出
来
ま
す
が
、
先
ほ
ど
同
様
、

先
の
問
題
の
た
め
、
ポ
ン
プ
停
止
が
早
か
れ

遅
か
れ
行
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
河
川
の
改

修
に
つ
い
て
は
、
下
流
よ
り
順
次
進
め
ら
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
市
内
の
各
貯
留
施
設
で

も
同
様
の
事
態
が
起
き
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
道
路
下
に
貯
留
施
設

設
置
に
は
交
通
の
面
か
ら
も
地
下
埋
設
物

の
点
か
ら
も
難
し
い
こ
と
か
ら
、
思
い
切
っ

て
公
園
施
設
を
利
用
し
て
、
新
設
し
て
は
い

か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

思
い
切
っ
た
、
対
策
を
・・・・・。 

公
園
施
設
の
地
下
を
利
用
す
る
計
画
で
あ

れ
ば
、
利
用
者
の
方
々
に
浸
水
被
害
の
こ

と
訳
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
願
え

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
と
し 
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真清田神社東側道路の冠水状況 
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岡本将嗣のアルバム              
左から、毎年恒例になっています、

県会議員岩村事務所主催のクリス

マス会の一枚。真中は、市内各所に

設置されている、災害対策用備品。

道路冠水時に活躍するアイテム、町

内会での周知が必要で、浸水・冠水

の原因となる車両の進入を、未然に

防ぎましょう。右の写真は、今年度

で卒園の子どもたち。発表会のあと

で、友達との一枚。あっという間に

保育園最後の発表会も終わり、なん

だか寂しいような気がしました。 

 

保育園の、発表会のあとで 

岩村県会議員主催の、クリスマスパー

ティー。子どもたちの喜ぶ姿。 
災害対策用トラ柵・ロープ 

て
、
市
民
の
皆
様
が
一
番
心
配
さ
れ
て
い
る

競
輪
場
の
跡
地
問
題
に
か
ら
め
、
思
い
切
っ

た
浸
水
対
策
を
計
画
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

競
輪
場
の
あ
る
場
所
は
、
上
下
水
道
部
で
の

将
来
設
計
と
し
て
、
第
３
・東
部
排
水
区
の

浸
水
被
害
軽
減
対
策
事
業
の
計
画
地
区
で

あ
り
、
大
容
量
の
貯
留
施
設
を
建
設
す
る
に

申
し
分
な
い
と
こ
ろ
だ
と
考
え
、
提
案
い
た

し
ま
し
た
。
大
宮
公
園
内
の
貯
留
槽
施
設
の

計
画
も
あ
わ
せ
て
提
案
し
ま
し
た
が
、
今
後

公
園
管
理
者
と
の
協
議
、
財
源
確
保
、
法
律

的
な
手
続
き
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
今
後
研

究
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

近
隣
連
区
（貴
船
・宮
西
・
富
士
）
の
浸
水
被

害
軽
減
を
前
向
き
に
考
え
て
い
た
だ
き
、
伝

法
寺
調
整
池
の
よ
う
に
、
上
部
利
用
に
つ
い

て
は
後
に
考
え
て
で
も
、
何
と
か
計
画
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

一
宮
市
災
害
時
支
援
企
業
と
は 

大
地
震
や
台
風
な
ど
、
大
規
模
な
災
害

の
発
生
時
、
行
政
に
よ
る
支
援
や
対
応
、
い

わ
ゆ
る
『
公
助
』に
は
限
界
が
あ
り
、
個
人
レ

ベ
ル
で
の
『
自
助
』
や
近
隣
、
地
域
で
助
け
合

う
『
共
助
』が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
、

『
共
助
』に
つ
い
て
は
、
近
隣
や
町
内
会
を
単

位
と
す
る
自
主
防
災
会
な
ど
、
人
の
つ
な
が

り
に
よ
る
活
動
が
主
体
で
あ
り
ま
す
が
、
災

害
時
に
は
地
元
に
密
着
し
た
企
業
・
団
体
・

事
業
所
な
ど
に
よ
る
地
域
支
援
も
非
常
に

大
き
な
力
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
災
害
時

に
お
け
る
市
民
の
安
全
確
保
や
被
害
の
拡

大
防
止
、
市
民
生
活
の
早
期
復
旧
を
目
指

し
、
自
ら
保
有
す
る
土
地
や
建
物
、
資
機
材

な
ど
の
資
源
を
地
域
住
民
に
無
償
で
提
供

す
る
こ
と
が
可
能
な
企
業
等
を
広
く
募
集

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
在
で
は
、
３
企
業
・
５

施
設
の
協
定
締
結
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
市

と
し
て
は
、
今
後
主
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
企
業
等
が
１
つ
で
も
増
え
る
よ
う
、
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
旨
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

 
 

ち
な
み
に
、
一
つ
目
の
企
業
は
、
パ
チ
ン
コ
店

で
あ
り
ま
す
。
大
和
町
・千
秋
町
の
２
箇
所

の
店
舗
に
つ
い
て
、
駐
車
場
敷
地
及
び
店
舗

建
物
の
提
供
。
２
つ
目
の
企
業
は
金
融
機
関

で
あ
り
ま
す
。
篭
屋
地
内
に
本
店
を
構
、
駐

車
場
敷
地
、
及
び
事
務
セ
ン
タ
ー
内
に
併
設

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
の
提

供
。
３
つ
目
の
企
業
は
、
繊
維
関
係
の
企
業
で
、

せ
ん
い
地
内
に
あ
り
本
店
駐
車
場
敷
地
の
提

供
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
と
の
事
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
 
 
 

平
成
25
・
26
年
新
春 

市
・連
区

の
各
行
事
の
お
知
ら
せ 

◎ 

12
／
29
（
日
）
東
小
島
・
両
郷
町
・ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
之
町
町
内 

夜
警 

 

午
後
９
時
０
０
～
各
公
民
館
に
て 

◎ 

１
／
１
（
水
）
新
年
賀
詞
交
換
会 

午
前
９
時
～
正
午 

岡
本
ま
さ
し
事
務
所 

 
 

◎ 
１
／
１
（
水
）
市
長
・
挨
拶
会 

◎ 

１
／
11
（
土
）
消
防
出
初
式 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
～
大
野
極
楽
寺
公
園 

◎ 

１
／
12
（
日
）
成
人
式 

貴
船
連
区 

 
 
 
 

午
前
11
時
～
一
宮
市
民
会
館 

新
春
初
参
り
の
、
ご
案
内
で
す
。 

平
成
26
年 

京
都
伏
見
参
拝 

１
月
12
日
（
日
）
新
春
初
参
り 

岡
本
ま
さ
し
後
援
会 

◎ 

２
／
15
（
土
）
貴
船
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
議
会
（
懇
親
会
） 

◎ 

２
／
23
（
日
）
貴
船
連
区
町
内
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
修
旅
行 

連 

区 

の 

皆 

様 

へ 

 

本
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
一
年
を
振
り
返
り
、
議
会
会
派
で
は
、

幹
事
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
他

会
派
と
の
調
整
役
と
し
て
活
躍
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

２
期
目
の
折
り
返
し
を
過
ぎ
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
と
し
て
の
役
目
も
、
少
し

な
が
ら
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
、
今
後
の
議

会
活
動
を
充
実
さ
せ
た
も
の
と
さ
せ
て
も

ら
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
活
動
に
対
し

て
も
、
積
極
的
に
意
見
を
出
し
、
皆
様
方

の
要
望
に
全
て
応
え
ら
れ
て
は
お
り
ま
せ

ん
が
、
一
生
懸
命
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
平
成
26
年
は
、
後
援
会
活
動
の
充

実
を
図
る
べ
く
、
皆
様
と
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
難
題
に
逃
げ
る
こ
と
な
く
、
前

向
き
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
い

た
だ
き
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
政
治

活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
約
束

し
、
皆
様
へ
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ど
う
ぞ
お

体
に
は
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
ご
家
族

の
幸
せ
と
、
ま
す
ま
す
の
ご
繁
栄
を
ご
記

念
い
た
し
ま
す
。 

 
 

岡
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将
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